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平成 28 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 
結果の概要  

 

 

１．調査結果の概要 

（１）体力・運動能力の状況  

○男子 

 ・小学校  

８ 種 目 中 ３ 種 目 で 過 去 最 高 値 （ 20 年 度 の 調 査 開 始 以 降 最 も 高 い（ 以

下 同 じ ）） と な り 、 体 力 合 計 点 も 過 去 最 低 値 （ 20 年 度 の 調 査 開 始 以 降

最 も 低 い（ 以 下 同 じ ））だ っ た 27 年 度 よ り 上 昇 し た 。ま た 、27 年 度 に

過 去 最 低 値 で あ っ た 握 力 及 び 立 ち 幅 と び も 上 昇 し た が 、 ソ フ ト ボ ー ル

投 げ は 過 去 最 低 値 と な っ た 。  

  ・中学校 

９ 種 目 中 ２ 種 目 で 過 去 最 高 値 と な り 、体 力 合 計 点 も 過 去 最 高 値 の 24

年 度 に 近 い 値 と な っ た 。 一 方 、 握 力 及 び ハ ン ド ボ ー ル 投 げ は 過 去 最 低

値 と な っ た 。  

 

 

○女子 

 ・小学校  

８ 種 目 中 ４ 種 目 で 過 去 最 高 値 と な り 、 体 力 合 計 点 も 過 去 最 高 値 と な

っ た 。 ま た 、27 年 度 に 過 去 最 低 値 で あ っ た 握 力 及 び ソ フ ト ボ ー ル 投 げ

も 上 昇 し た 。  

  ・中学校 

９ 種 目 中 ６ 種 目 で 過 去 最 高 値 と な り 、 体 力 合 計 点 も 過 去 最 高 値 と な

っ た 。 ま た 、27 年 度 に 過 去 最 低 値 で あ っ た 握 力 及 び ハ ン ド ボ ー ル 投 げ

も 上 昇 し た 。  

 

【資料１】  
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【体力合計点】 

 

 

 

【各種目別の状況】  
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（２）１週間の総運動時間の状況 

○男子 

  ・小学校  

１ 週 間 の 総 運 動 時 間 が 420 分 以 上 の 割 合 は 55.7％ と な り 、前 年 度 よ

り 0.3 ポ イ ン ト 増 加 し た 。 一 方 、 60 分 未 満 の 割 合 は 6.5％ と な り 、 前

年 度 よ り 0.1 ポ イ ン ト 減 少 し た 。  

  ・中学校 

１ 週 間 の 総 運 動 時 間 が 420 分 以 上 の 割 合 は 84.2％ と な り 、調 査 開 始

以 降 、 最 も 高 か っ た 。 一 方 、 60 分 未 満 の 割 合 は 6.8％ と な り 、 調 査 開

始 以 降 、 最 も 低 か っ た 。  
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○女子 

 ・小学校 

１ 週 間 の 総 運 動 時 間 が 420 分 以 上 の 割 合 は 32.7％ と な り 、調 査 開 始

以 降 、最 も 高 か っ た 。一 方 、60 分 未 満 の 割 合 は 11.6％ と な り 、調 査 開

始 以 降 、 最 も 低 か っ た 。  

  ・中学校 

１ 週 間 の 総 運 動 時 間 が 420 分 以 上 の 割 合 は 60.5％ と な り 、調 査 開 始

以 降 、最 も 高 か っ た 。一 方 、60 分 未 満 の 割 合 は 20.9％ と な り 、調 査 開

始 以 降 、 最 も 低 か っ た 。 し か し 、 60 分 未 満 の 割 合 は 依 然 と し て 高 い 傾

向 に あ り 、 特 に 、 ０ 分 の 割 合 は 前 年 度 よ り 1.1 ポ イ ン ト 増 加 し た 。  

 

 

 

【1 週間の総運動時間の経年変化】 

（ 小 学 校 ）  

 

 

 

 

 

 

（ 中 学 校 ）  
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（ 中 学 校 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 週間の総運動時間の分布の前年度との比較】 
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（３）上位・下位の５都道府県の体力合計点の平均値の推移 

○男子 

 ・小学校  

上 位 ・ 下 位 の ５ 都 道 府 県 の 体 力 合 計 点 の 平 均 値 の 上 下 の 差 は 、 上 位

の 緩 や か な 下 降 傾 向 と 下 位 の ほ ぼ 横 ば い の 傾 向 が 続 い て い る こ と か ら 、

平 成 21 年 度 の ピ ー ク 時 以 降 、 徐 々 に 小 さ く な っ て き て い る 。  

  ・中学校 

上 位 の 緩 や か な 下 降 傾 向 と 下 位 の 緩 や か な 上 昇 傾 向 が 続 い て い る こ

と か ら 、 そ の 差 は 調 査 開 始 以 降 、 最 も 小 さ く な っ た 。  

○女子 

 ・小学校 

   下 位 が 上 位 よ り も 上 昇 傾 向 が 高 い こ と か ら 、 調 査 開 始 以 降 、 そ の 差

は 最 も 小 さ く な っ た 。  

 ・中学校 

   下 位 が 上 位 よ り も 上 昇 傾 向 が 高 い こ と か ら 、 調 査 開 始 以 降 、 そ の 差

は 最 も 小 さ く な っ た 。  

 

【上位・下位の５都道府県の体力合計点の平均値】 
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（４）総合評価（※）の経年変化 

 ○男子  

・小学校  

        総 合 評 価 （ Ａ ＋ Ｂ ） -（ Ｄ ＋ Ｅ ） 率 の 割 合 は 、 過 去 最 低 値 で あ っ た

前 年 度 よ り 1.0 ポ イ ン ト 増 加 し た 。  

  ・中学校 

    26 年 度 以 降 上 昇 し て お り 、 前 年 度 よ り 1.5 ポ イ ン ト 増 加 し た 。  

 ○女子 

  ・小学校 

    25 年 度 以 降 上 昇 し て お り 、前 年 度 よ り 3.1 ポ イ ン ト 増 加 し 、過 去 最

高 値 と な っ た 。  

  ・中学校 

25 年 度 以 降 上 昇 し て お り 、前 年 度 よ り 2.5 ポ イ ン ト 増 加 し 、過 去 最

高 値 と な っ た 。  

 

【総合評価（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）率の経年変化】 

小 学 校  

 

 

 

 

中 学 校  

 

 

 

 

 

 ※ 総 合 評 価 基 準 表  

 

 

 

 

 

 

●男女共通
段階 小学校５年生 中学校２年生
Ａ 65以上 57以上
Ｂ 58～64 47～56
Ｃ 50～57 37～46
Ｄ 42～49 27～36
Ｅ 41以下 26以下

※総合評価は８種目すべて実施した場合に合計得点で判定する。

※総合評価については、５段階（Ａ～Ｅ）に区分しており、
　評価の高い層がＡ及びＢ、評価の低い層がＤ及びＥである。
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（５）体力合計点の高い児童生徒の特徴、学校の取組、教育委員会の取組 

○児童生徒の特徴 

評 価 が 最 も 高 い 総 合 評 価 Ａ の 児 童 生 徒 は 、 全 国 平 均 と 比 較 す る と 、 以

下 の よ う な 質 問 に 最 も 肯 定 的 な 回 答 を す る 特 徴 が 見 ら れ た 。  

特 に 、 全 国 平 均 と の 差 が 大 き か っ た の は 、  

● 運 動 （ 体 を 動 か す 遊 び を ふ く む ） や ス ポ ー ツ を す る こ と が 好 き  

（ 質 問 １ ）  

● 小 学 校 入 学 前 は 体 を 動 か す 遊 び が 好 き （ 児 童 の み 回 答 ）（ 質 問 ２ ）  

● 運 動 （ 体 を 動 か す 遊 び を ふ く む ） や ス ポ ー ツ は 大 切  

（ 質 問 ４ （ ３ ））  

● 中 学 校 に 進 ん だ ら 、授 業 以 外 で も（ 中 学 を 卒 業 し た 後 、）自 主 的 に 運

動 や ス ポ ー ツ を す る 時 間 を 持 ち た い （ 質 問 ５ （ ４ ））  

● 「 運 動 を 行 う こ と 。」 は 健 康 で い る た め に 大 切 （ 質 問 14（ 13））  

● 〔 保 健 〕 体 育 の 授 業 が 楽 し い （ 質 問 17（ 16））  

● 放 課 後 や 学 校 が 休 み の 日 に ボ ー ル な ど を 使 っ て 投 げ る 運 動 を す る こ

と が あ る （ 質 問 25（ 24））  

● 放 課 後 や 学 校 の 休 み の 日 に 、 運 動 部 活 動 や 地 域 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ 以

外 で 、 運 動 (体 を 動 か す 遊 び を ふ く む )や ス ポ ー ツ を す る こ と が あ る

（ 質 問 27（ 26））  

● 体 力 テ ス ト の 結 果 や 体 力 の 向 上 に つ い て 、 自 分 な り の 目 標 を 立 て て

い る （ 質 問 28（ 27））  

   ● 難 し い こ と で も 、 失 敗 を 恐 れ な い で 挑 戦 し て い る （ 質 問 32（ 31））  

な ど で あ っ た 。  

 

※ 質 問 番 号 は （ 小 学 校 （ 中 学 校 ）） の 順 。  
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【総合評価Ａの児童生徒の最も肯定的な回答率が 

全国平均を上回った主な項目】  
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○学校の取組 

体 力 合 計 点 の 平 均 値 が 高 か っ た 学 校 （ 上 位 10％ ） に お い て は 、 全 国

平 均 と 比 較 す る と 、 以 下 の よ う な 取 組 の 実 施 率 が 高 く な っ て い る 。   

特 に 、 全 国 平 均 と の 差 が 大 き か っ た の は 、  

● 体 力 ・ 運 動 能 力 向 上 の た め の 学 年 ・ 学 校 全 体 で の 目 標 の 設 定  

（ 質 問 １ 、 ２ ）  

● 調 査 結 果 を 踏 ま え た 授 業 等 の 工 夫 ・ 改 善 （ 質 問 ４ ）  

● 授 業 以 外 の 体 力 ・ 運 動 能 力 向 上 の 取 組 （ 質 問 13）  

● 学 校 教 育 活 動 外 で の 運 動 実 施 状 況 の 把 握 （ 質 問 17）  

● 指 導 方 法 の 工 夫・改 善 に つ い て の 教 職 員 の 関 わ り（ 質 問 19（ 25））  

● 家 庭 へ の 説 明 ・ 呼 び か け （ 質 問 22（ 27））  

● 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 関 し て 近 隣 の 学 校 間 で 連 携 （ 質 問 23（ 28））  

● 学 年 の 担 当 教 員 以 外 と も 情 報 共 有 （ 質 問 24（ 29））  

● 結 果 資 料 Ｃ Ｄ の 活 用 （ 質 問 25（ 30））  

● 事 例 校 の 実 践 を 参 考 に し た 取 組 （ 質 問 27（ 32））  

な ど で あ っ た 。  

※ 質 問 番 号 は （ 小 学 校 （ 中 学 校 ）） の 順 。  

【「体力」上位校の取組実施率が全国平均を上回った主な項目】 
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○教育委員会の取組 

体 力 合 計 点 の 平 均 値 が 高 か っ た 市 区 町 村 教 育 委 員 会（ 上 位 10％ ）に お

い て は 、 全 国 平 均 と 比 較 す る と 、 以 下 の よ う な 取 組 の 実 施 率 が 高 く な っ

て い る 。  

特 に 、 全 国 平 均 と の 差 が 大 き か っ た の は 、  

 

（ 小 学 校 ）  

  ● 児 童 生 徒 が 生 活 習 慣 を 改 善 す る き っ か け を つ く る 取 組 （ 質 問 １ － ２ ）  

  ● 児 童 生 徒 の 遊 ぶ 場 所 の 確 保 （ 公 園 ・ 校 庭 等 の 開 放 ）（ 質 問 １ － ２ ）  

  ● 調 査 結 果 に つ い て 、 域 内 の 市 区 町 村 教 育 委 員 会 又 は 所 管 の 学 校 に 説 明

（ 質 問 ２ － ２ ）  

  

（ 中 学 校 ）  

● 児 童 生 徒 が 生 活 習 慣 を 改 善 す る き っ か け を つ く る 取 組 （ 質 問 １ － ２ ）  

● 運 動 部 活 動 を 指 導 す る 外 部 指 導 者 の 活 用 と 拡 大 （ 質 問 ３ － ２ ）  

● 参 加 し や す い 運 動 部 活 動 づ く り の 促 進 （ 質 問 ６ － ２ ）  

● 地 域 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 ス ポ ー ツ 団 体 と の 連 携 に よ る 活 動 機 会 、 場  

づ く り の 促 進 （ 質 問 ６ － ２ ）  

● 地 域 で の 多 様 な ス ポ ー ツ 種 目 を 経 験 で き る 機 会 、 場 の 確 保  

（ 質 問 ６ － ２ ）  

  な ど で あ っ た 。  
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・ 運 動 の 楽 し さ 、 特 性 に 触 れ る よ う な 体 育 の 授 業 を 目 指 す  

・ 全 教 員 が 協 力 し て 、 意 図 的 、 計 画 的 、 継 続 的 な 授 業 改 善 を 行 う  

・ 運 動 に 親 し む 場 や 環 境 を 工 夫 し 、 児 童 に 運 動 へ の 意 識 付 け を 行 う  

・ 運 動 の 日 常 化 を 目 指 し 、 地 域 と 協 力 し な が ら 子 供 た ち の 自 己 肯 定 感 を  

育 む  

２．モデルとなる取組事例 

  平 成 26 年 度 か ら 28 年 度 に か け て 、 体 力 合 計 点 や １ 週 間 の 総 運 動 時 間 、

運 動 が 好 き ・ 大 切 ・ 授 業 が 楽 し い と い っ た 運 動 や ス ポ ー ツ に 対 す る 意 識 等

に お い て 、 経 年 で 向 上 傾 向 が 見 ら れ る 学 校 や 教 育 委 員 会 を 選 び 、 次 の ３ つ

の テ ー マ に 基 づ き 、 報 告 書 に モ デ ル と な る 取 組 事 例 を 掲 載 し た 。  

  ま た 、 特 別 支 援 学 校 の 取 組 事 例 に つ い て も 掲 載 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 学 校 ： 体 育 授 業 の 改 善 を も と に し た 日 常 の 取 組 の 充 実  

取 組 の ポ イ ン ト  

中 学 校 ： 生 徒 の 学 び や 活 躍 を 認 め 、 意 欲 を 高 め る 学 習 環 境 の 整 備 と 工 夫  

 

・ 学 習 カ ー ド を 効 果 的 に 活 用 す る  

・ 長 期 的 な 取 組 の 継 続 を 図 り 、 そ の 成 果 を 可 視 化 す る  

・ 学 校 と 連 携 し 、 指 導 方 法 の 構 築 に 向 け た ス キ ル ア ッ プ 体 制 を 構 築 す る  

・ 生 徒 の 自 主 的 な 活 動 を 大 切 に す る  

取 組 の ポ イ ン ト  

テ ー マ １  

授業 改善 で子 供 の体 力や 意識 の 向上 にお いて 成 果が 見ら れた  

児童 生徒 の特 徴 ・学 校の 取組  
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取組事例①（テ ーマ１：小学校 より） 

 

【 広 島 県 東 広 島 市 立 西 条 小 学 校 の 例 （ 報 告 書 p.32）】  

「 運 動 好 き な 児 童 の 育 成  ～ 授 業 改 善 と 行 事 の 充 実 を 通 し て ～ 」  

 

☆ 具 体 的 な 取 組  

● 体 育 専 科 教 員 を 中 心 と し て 全 学 年 で 授 業 改 善 を 図 り 、 子 供 た ち 一 人 一

人 の 課 題 に 応 じ た 活 動 に つ な が る 場 の 設 定 を 工 夫 し た 。  

  ● 「 で き る 」 だ け で な く 「 わ か る 」 こ と も 大 切 に す る た め 、 タ ブ レ ッ ト

や 電 子 黒 板 を 用 い た Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 を 取 り 入 れ 、 協 働 的 な 学 び を 実 現 し

た 。  

 

 

 

 

 

 

 

《 電 子 黒 板 で 技 の ポ イ ン ト を 確 認 》 《 タ ブ レ ッ ト を 活 用 し た 教 え 合 い 活 動 》 

 

 

 

【 報 告 書 に 事 例 校 と し て 掲 載 し て い る そ の 他 の 小 学 校 】  

（ １ ） 千 葉 県 佐 倉 市 立 西 志 津 小 学 校 （ 報 告 書 p.34）  

「「 で き た ！ 」 を 実 感 し 、 運 動 の 日 常 化 を 目 指 す 取 組 」  

（ ２ ） 福 島 県 会 津 若 松 市 立 河 東 学 園 小 学 校 （ 報 告 書 p.36）  

「 体 育 授 業 の 質 的 改 善 と 運 動 に 親 し む た め の 場 づ く り 」  

（ ３ ） 秋 田 県 鹿 角 市 立 八 幡 平 小 学 校 （ 報 告 書 p.38）  

「 体 力 の 向 上 を 図 り な が ら 、 自 己 肯 定 感 を 醸 成 す る 取 組 」  
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取組事例②（テ ーマ１：中学校 より）  

 

【 茨 城 県 日 立 市 立 多 賀 中 学 校 の 例 （ 報 告 書 p.40）】  

「 意 欲 的 に 運 動 し 、 で き た 喜 び を 味 わ え る 環 境 づ く り 」  

 

☆ 具 体 的 な 取 組  

  ● 複 数 教 員 に よ る 指 導 体 制 を つ く り 、 運 動 が 苦 手 な 生 徒 に も 寄 り 添 っ た

指 導 等 に よ り 、 生 徒 一 人 一 人 へ の 丁 寧 な 指 導 を 心 が け た 。  

  ● 毎 時 間 、 帯 状 に ラ ン ニ ン グ や 馬 跳 び な ど を 授 業 始 め の 運 動 と し て 位 置

付 け た 。  

 

     丁 寧 な 指 導 を 心 が け て        全 学 年 の 授 業 で 実 施  

 

 

 

 

 

 

 

《 複 数 の 教 員 に よ る 個 に 応 じ た 指 導 》   《 授 業 始 め の 運 動 （ 馬 跳 び ）》  

 

 

 

【 報 告 書 に 事 例 校 と し て 掲 載 し て い る そ の 他 の 中 学 校 】  

（ １ ） 宮 城 県 仙 台 市 立 高 砂 中 学 校 （ 報 告 書 p.42）  

「 震 災 か ら の 復 興  ～ 運 動 へ の 意 欲 を 高 め る ～ 」  

（ ２ ） 大 分 県 豊 後 大 野 市 立 三 重 中 学 校 （ 報 告 書 p.44）  

「 生 徒 と と も に 学 ぶ 体 育 学 習  

～ 「 わ か る 」「 で き る 」「 楽 し い 」 授 業 の 工 夫 ～ 」  

（ ３ ） 京 都 府 京 都 市 立 近 衛 中 学 校 （ 報 告 書 p.46）  

「 自 主 的 に 取 り 組 め る 授 業 に  ～ 自 己 肯 定 感 の 高 ま り を ～ 」  
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・ 児 童 が 安 心 し て 遊 び や 運 動 、 ス ポ ー ツ 活 動 に 取 り 組 む こ と が で き る  

環 境 を 整 備 す る  

・ 児 童 の 運 動 へ の 意 欲 を 高 め 、 主 体 的 な 取 組 を 推 進 し 、 運 動 の 日 常 化  

を 図 る  

・ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携 し て 、 児 童 の 運 動 機 会 を 保 障 す る  

 

・ 休 み 時 間 に 生 徒 が 自 主 的 に 運 動 に 取 り 組 む こ と が で き る 環 境 を 整 え る  

・ 学 校 全 体 で 運 動 部 活 動 へ の 指 導 体 制 を 構 築 す る  

・ 学 校 行 事 、 生 徒 委 員 会 を 活 用 し 、 運 動 の 日 常 化 を 図 る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 の ポ イ ン ト  

小 学 校 ： 運 動 へ の 意 欲 を 高 め る 環 境 整 備 と 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携  

取 組 の ポ イ ン ト  

中 学 校 ：「 時 間 ・ 空 間 ・ 仲 間 」 を 保 障 し た 運 動 習 慣 の 確 立  

テ ー マ ２  

授業 以外 で子 供 の体 力や 意識 の 向上 にお いて 成 果が 見ら れた  

児童 生徒 の特 徴 ・学 校の 取組  
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取組事例③（テ ーマ２：小学校 より）  

 

【 高 知 県 高 知 市 立 神 田 小 学 校 の 例 （ 報 告 書 p.62）】  

「 児 童 と 教 員 が 共 に 創 る 運 動 環 境 の 充 実 」  

☆ 具 体 的 な 取 組  

  ● 体 育 委 員 会 の 児 童 が 、 長 縄 大 会 や ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 を 企 画 す る な ど 、

休 み 時 間 の 外 遊 び へ の 呼 び か け を 行 っ た 。  

  ● 神 田 小 学 校 の 課 題 で あ る 柔 軟 性 を 改 善 さ せ る た め 、 朝 の 会 で は 全 学 級

で「 朝 の 体 操（ ス ト レ ッ チ 等 ）」を 実 施 し た 。児 童 の 発 達 の 段 階 を 考 慮

し て 、 回 数 や 負 荷 の か け 方 な ど を 工 夫 し た 。  

  ● 学 習 に 地 域 の 協 力 を 得 て 実 施 し て い る 「 楽 し く 朝 食 を 食 べ る 会 」 は 、

朝 食 を し っ か り 食 べ る こ と に よ り 、 学 習 す る 準 備 を 整 え る こ と に 役 立

て た 。  

 

自 分 た ち で 計 画・運 営     グ ー パ ー 体 操    よ り よ い 生 活 習 慣 へ の 改 善  

 

 

 

 

 

 

《 ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 》  《 肩 甲 骨 ス ト レ ッ チ 》 《 楽 し く 朝 食 を 食 べ る 会 》 

 

 

 

【 報 告 書 に 事 例 校 と し て 掲 載 し て い る そ の 他 の 小 学 校 】  

（ １ ） 東 京 都 大 田 区 立 池 雪 小 学 校 （ 報 告 書 p.56）  

「 運 動 へ の 意 識 の 向 上 と 主 体 性 の 育 成 を 目 指 す 大 規 模 校 の 取 組 」  

（ ２ ） 神 奈 川 県 平 塚 市 立 花 水 小 学 校 （ 報 告 書 p.58）  

「 運 動 好 き な 子 供 を 育 て る 取 組 」  

（ ３ ） 大 阪 府 大 阪 市 立 九 条 北 小 学 校 （ 報 告 書 p.60）  

「 地 域 ・ 学 校 の 環 境 を 生 か し た 自 主 的 な 運 動 習 慣 の 確 立 」  
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取組事例④（テ ーマ２：中学校 より）  

 

【 北 海 道 東 川 町 立 東 川 中 学 校 の 例 （ 報 告 書 p.66）】  

「 運 動 習 慣 の 確 立 に 向 け た 取 組 」  

☆ 具 体 的 な 取 組  

 ● 伝 統 種 目 で あ る「 学 級 対 抗 長 縄 跳 び（ 東 中 ジ ャ ン プ ）」を 実 施 し 、各 学

級 の 生 徒 が 目 標 に 向 か っ て 仲 間 と 練 習 し 、 達 成 感 を 味 わ い 、 運 動 へ の

意 欲 が 高 ま る よ う に し た 。  

   ● 毎 年 の 体 位 の 成 長 と 併 せ て 体 力 の 向 上 も 記 録 で き る よ う に 「 か ら だ の

記 録 」 に 新 体 力 テ ス ト の 記 録 を 記 載 す る 欄 を 設 け 、 自 己 の 体 力 の 向 上

に つ い て 振 り 返 る こ と が で き る よ う に し た 。  

  ● 家 庭 に 対 し 、 １ 週 間 の 運 動 時 間 が 二 極 化 し て い る 調 査 結 果 を 学 校 通 信

で 紹 介 し 、「 毎 日 ２ 時 間 、１ 週 間 で 840 分 の 運 動 」を 呼 び か け て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

《 学 級 対 抗 長 縄 跳 び 》  《 健 康 カ ー ド の 書 式 改 善 》  

  ※ 運 動 の 楽 し さ や     ※ 新 体 力 テ ス ト 結 果  

       感 動 の 共 有    の 記 入 欄 を 設 け た  

                          《 調 査 結 果 の   

家 庭 へ の 発 信 》  

 

 

【 報 告 書 に 事 例 校 と し て 掲 載 し て い る そ の 他 の 中 学 校 】  

（ １ ） 福 岡 県 飯 塚 市 立 二 瀬 中 学 校 （ 報 告 書 p.64）  

「 保 健 体 育 科 の 授 業 に 加 え て 、 体 力 の 向 上 を 図 る 学 校 教 育 活 動 」  

（ ２ ） 石 川 県 金 沢 市 立 浅 野 川 中 学 校 （ 報 告 書 p.68）  

「 運 動 が 好 き に な る 学 校 生 活  ～ 小 中 の 連 携 と 部 活 動 の 充 実 ～ 」  

（ ３ ） 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市 立 喜 入 中 学 校 （ 報 告 書 p.70）  

「 運 動 好 き な 生 徒 の 育 成  ～ 様 々 な チ ャ レ ン ジ 体 験 を 通 し て ～ 」  
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・ 各 学 校 の 取 組 状 況 を 十 分 に 把 握 し 、 そ の 取 組 を 支 援 す る  

・ 体 力 の 向 上 の 重 要 性 を 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 共 有 し 、協 力 ・ 支 援 す る 体 制

を つ く る  

・ 体 力 の 向 上 の 取 組 を 教 育 委 員 会 、教 員 、有 識 者 、保 護 者 が と も に 考 え る

組 織 の 設 置  

・オ リ ン ピ ッ ク・パ ラ リ ン ピ ッ ク に 向 け て の ム ー ブ メ ン ト や レ ガ シ ー を 定

着 さ せ 、 運 動 に 親 し む 機 会 を 増 大 す る  

・体 力 の 向 上 の 取 組 を 、健 康 の 保 持 増 進 を 図 る 施 策 と 関 連 さ せ な が ら 推 進

す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 の ポ イ ン ト  

テ ー マ ３  

子供 の体 力や 意 識の 向上 にお い て成 果が 見ら れ た  

教育 委員 会の 取 組  
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取組事例⑤（テ ーマ３：教育委 員会より）  

 

【 埼 玉 県 教 育 委 員 会 の 例 （ 報 告 書 p.82）  

～ 三 郷 市 ・ 新 座 市 教 育 委 員 会 な ど 、 市 町 村 教 育 委 員 会 と の 連 携 ～ 】  

「 総 合 的 な 体 力 の 向 上 を 目 指 す 取 組 の 実 践  

～ 「 生 活 習 慣 の 改 善 」 に 視 点 を 当 て て ～ 」  

☆ 具 体 的 な 取 組  

   ● 体 力 の 向 上 を 、 健 康 に 関 す る 内 容 も 含 め て  

捉 え て お り 、「 生 活 習 慣 の 改 善 」 の 取 組 に  

視 点 を 当 て 、「 生 活 習 慣 診 断 シ ー ト ・ 生 活  

習 慣 改 善 プ ロ グ ラ ム 」 や 「 体 力 向 上 啓 発  

ポ ス タ ー 」 を 作 成 し 、 各 学 校 に 配 布 し て  

い る 。                 《 体 力 向 上 啓 発 ポ ス タ ー 》 

 

【 埼 玉 県 三 郷 市 教 育 委 員 会 の 例 （ 報 告 書 p.84）】  

  「 組 織 的 ・ 総 合 的 な 体 力 の 向 上 の 取 組  

   ～ 憧 憬 ・ 感 動 ・ 実 感 を 味 わ わ せ る 実 践 か ら ～ 」  

  ● 埼 玉 県 体 力 課 題 解 決 校 の 指 定 を 受 け 、  

体 力 の 向 上 に 関 す る 研 究 に つ い て 「 早 寝 、  

早 起 き 、 朝 ご は ん 」 の 取 組 を 推 進 し て い る 。  

《 保 護 者 と 一 緒 に 朝 食 づ く り 》  

 

【 埼 玉 県 新 座 市 教 育 委 員 会 の 例 （ 報 告 書 p.86】  

   「 組 織 的 な 体 力 の 向 上 の 推 進  

    ～ 新 座 市 児 童 生 徒 体 力 向 上 推 進 委 員 会 を 核 と し た 実 践 を も と に ～ 」  

  ● 児 童 生 徒 か ら の ア ン ケ ー ト 調 査  

の 結 果 を 生 か し 、 偏 っ た 食 生 活 や  

睡 眠 不 足 の 改 善 を 図 る た め 、 朝 食  

メ ニ ュ ー の 提 案 や 外 出 中 の 食 事 の  

選 び 方 等 の 情 報 提 供 を 行 っ て い る 。  

 

《 誰 で も 作 れ る 朝 ご は ん メ ニ ュ ー 集 》  
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取組事例⑥（テ ーマ３：教育委 員会より）  

【 三 重 県 教 育 委 員 会 の 例 （ 報 告 書 p.90）】  

「「 み え 子 ど も の 元 気 ア ッ プ 」 の 推 進 」  

☆ 具 体 的 な 取 組  

  ● 全 国 体 力 調 査 結 果 公 表 後 の １ 月  

～ ２ 月 に 、 子 供 の 体 力 の 状 況 を  

共 有 し 、 各 学 校 で の 体 力 の 向 上  

の 取 組 改 善 に 役 立 て る た め 、 各  

学 校 の 取 組 の 成 果 や 課 題 等 に つ  

い て 協 議 を 行 っ て い る 。    《 子 ど も の 体 力 向 上 推 進 研 究 協 議 会 》 

 

● ダ ン ス に つ い て 、 子 供 が 楽 し く  

  授 業 に 取 り 組 み 、 充 実 し た 内 容  

に な る よ う 、 専 門 性 を 有 す る 外  

部 指 導 者 の 活 用 を 働 き 掛 け て い  

る 。  

 

《 授 業 で の 外 部 指 導 者 の 活 用 》  

  ● 部 活 動 顧 問 等 を 対 象 に 、 部 活 動 の マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 専 門 知 識 と ス

キ ル を 身 に 付 け 、 効 果 的 な 部 活 動 運 営 の で き る 指 導 者 育 成 を 目 指 し 、

「 部 活 動 マ ネ ジ メ ン ト 研 修 講 座 」 を 開 催 し た 。 研 究 協 議 会 に お い て 、

中 学 校 女 子 の 体 力 の 向 上 の 課 題 を 明 ら か に し 、 関 係 者 間 で 共 有 し た 。  

 

【 報 告 書 に 事 例 と し て 掲 載 し て い る そ の 他 の 教 育 委 員 会 】  

（ １ ） 大 分 県 教 育 委 員 会 （ 報 告 書 p.78）  

「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 を つ な ぐ 組 織 的 な 運 動 習 慣 確 立 の 取 組  

～ 「 わ か る 」「 で き る 」「 た の し い 」 活 動 を 通 し て ～ 」  

（ ２ ） 北 海 道 釧 路 市 教 育 委 員 会 （ 報 告 書 p.80）  

「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 と 連 携 を 図 っ た 体 力 ・ 運 動 能 力 の 向 上 の 取 組 」  

（ ３ ） 神 奈 川 県 二 宮 町 教 育 委 員 会 （ 報 告 書 p.88）  

「 運 動 能 力 を 最 大 限 に 発 揮 す る  ～ 体 を 動 か す 意 欲 を 育 む ～ 」  

（ ４ ） 福 岡 県 北 九 州 市 教 育 委 員 会 （ 報 告 書 p.92）  

「 オ リ ・ パ ラ 教 育 で 運 動 へ の 関 心 ・ 意 欲 を 高 め る ！  

～ 「 運 動 が 好 き 」「 運 動 量 の 豊 富 な 子 供 」 の 育 成 を 目 指 し て ～ 」  
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取組事例⑦（特 別支援学校より ）  

【 愛 知 県 立 三 好 特 別 支 援 学 校 （ 中 学 部 ） の 例 （ 報 告 書 p.96）】  

  「 や る 気 を 引 き 出 す 体 育  で き る ！ も っ と や り た い ！ 」  

 ☆ 具 体 的 な 取 組  

  ● 自 立 活 動 の 時 間 に は 、 ア ッ プ ダ ウ ン の  

あ る ウ ォ ー キ ン グ コ ー ス を 散 歩 し た り 、  

個 々 の 課 題 に 合 わ せ て 踏 み 台 昇 降 や サ ー  

キ ッ ト 走 な ど の 体 つ く り 運 動 な ど を 行 っ  

た り し て い る 。 ま た 、 重 複 障 害 学 級 の 生  

徒 に も 毎 日 継 続 的 に 運 動 を す る 機 会 を 設  

け る よ う に し て い る 。  

 《 中 学 部 「 ウ ォ ー キ ン グ 」》  

 

  ● 体 育 の 授 業 に 積 極 的 に タ ブ レ ッ ト 端 末 な ど の Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を 教 材 と し て

利 用 し て い る 。Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 が あ る こ と で「 楽 し い ！ 」、わ か ら な か っ た

こ と が 視 覚 的 に 捉 え ら れ た こ と で「 わ か っ た ！ 」、自 分 の 動 き を 自 分 で

振 り 返 る こ と で 「 で き た ！ 」 と い う 自 己 肯 定 感 を 高 め る な ど 、 内 発 的

動 機 付 け と し て の 活 用 を 心 掛 け て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視 覚 支 援 教 材 を 使 っ て 実 際 に 動 き を 体 験 し 、 そ の 様 子 を タ ブ レ ッ ト 端 末 の 遅 延

再 生 ア プ リ で 自 分 で す ぐ 見 て 振 り 返 る 。 教 員 か ら ア ド バ イ ス を 受 け 、 更 に 頑 張

ろ う と す る 姿 が 見 ら れ た 。  

 

【 報 告 書 に 事 例 と し て 掲 載 し て い る そ の 他 の 特 別 支 援 学 校 】  

愛 媛 県 立 今 治 特 別 支 援 学 校 （ 小 学 部 ）（ 報 告 書 p.94）  

   「 身 体 を 動 か す 意 欲 を 育 む 体 育 的 活 動 」  

器 械 運 動 「 跳 び 箱 」  
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３．今後の対応 

以 下 の よ う な 取 組 を 実 施 し 、 各 学 校 や 教 育 委 員 会 に お け る 成 果 と 課 題  

の 検 証 を 促 し 、 授 業 等 の 改 善 を 図 る 。  

（１）各学校・教育委員会における自己点検の促進 

・各 学 校 へ「 調 査 結 果 報 告 書 」、「 結 果 Ｃ Ｄ 」、に 加 え 、前 年 度 に 引 き 続 き 、

「 学 校 用 確 認 シ ー ト（ 別 添 参 照 ）」を 配 布 し 、各 学 校 に お け る 自 己 点 検

を 促 進 （ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル の 確 立 を 支 援 ）。  

   ※ 学 校 用 確 認 シ ー ト は 、 授 業 の 改 善 等 に 役 立 つ よ う 自 校 の 児 童 生 徒 の

体 力 の 状 況 だ け で は な く 、 自 校 の 児 童 生 徒 の 意 識 （ 好 き 、 授 業 が 楽

し い 、 将 来 も 続 け た い ） も チ ェ ッ ク で き る よ う 変 更 し 改 善 。  

  ・ 効 果 的 な 指 導 方 法 や 結 果 分 析 ツ ー ル の 活 用 方 法 な ど に つ い て 、 報 告 書

作 成 委 員 に よ る 説 明 会 等 を 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 教 育 委 員 会 か ら 募

集 し 、来 年 1 月 ～ ３ 月 に 実 施 し 、 各 教 育 委 員 会 に お け る 自 己 点 検 の 促

進 も 図 る 。  

（２）各学校・教育委員会における改善の取組への支援 

本 年 度 に 引 き 続 き 、 委 託 事 業 「 学 校 に お け る 子 供 の 体 力 向 上 課 題 対

策 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に お い て 、 以 下 の 取 組 を 実 施 す る 予 定 。  

① 教 育 委 員 会 に 以 下 の よ う な Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 実 施 す る 実 践 研 究 を 委

託 し 、 体 力 向 上 を 支 援 。  

※ 委 託 先 の 選 定 に あ た っ て は 、 体 力 が 低 い 、 又 は 低 下 し て い る 都 道 府

県 な ど を 優 先 的 に 選 定 し 、 当 該 教 育 委 員 会 に 国 が 専 門 家 を 派 遣 す る

な ど 連 携 し 、 体 力 向 上 の 取 組 を 支 援 。  

例 ： (1)課 題 を 踏 ま え た 、 教 育 委 員 会 の 体 力 向 上 プ ラ ン の 作 成  

(2)プ ラ ン に 基 づ く 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 に お け る 実 践  

(3)取 組 の 成 果 の 評 価 （ 取 組 に よ る 体 力 向 上 の 状 況 の 把 握 ） な ど  

② 調 査 結 果 か ら み ら れ る 課 題 に 対 応 し た プ ロ グ ラ ム 等 の 作 成  

・ 体 育 系 大 学 等 に 委 託 し 、 以 下 の よ う な プ ロ グ ラ ム 等 を 作 成 し 、 そ の 成

果 を 普 及  

例 ： (1)課 題 と な る 種 目 (ボ ー ル 投 げ 等 )の 向 上 に 向 け た 運 動 プ ロ グ ラ ム  

(2)運 動 嫌 い の 児 童 生 徒 も 楽 し み な が ら 取 り 組 め る 運 動 プ ロ グ ラ ム  

(3)運 動 の 大 切 さ を 科 学 的 に 説 明 す る 参 考 資 料  な ど  
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平成28年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

自校の児童の体力や運動に関する意識、体力の向上への取組状況を確認し、次年度の取組に生かすために

学校用確認シート小学校

自校の状況を確認してみましょう。1
結果資料CDを活用すると、自校の調査結果を確認することができます。
結果資料CDを活用し、自校の状況を表に記入してみましょう。

①運動やスポーツが好きか
【質問１】運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツを
することは好きですか。

　実技の総合評価と、児童
質問紙調査の「①運動やス
ポーツをすることが好き
か」「②自主的に運動やス
ポーツをしたいか」「③体
育の授業が楽しいか」の肯
定的な回答には、関わりが
あることが明らかになって
います（報告書p.15参照）。

CDの活用法は、
同送の報告書p.5
を参照。

確認２▲ 自校の児童質問紙調査の結果を確認
●「運動やスポーツをするこ
とは好きですか」に対する
「はい」の回答率

0 20 40 60 80 100％

総合評価Ａ
の児童男

　
子児童全体

総合評価Ａ
の児童

児童全体

96.5

73.0

89.0

56.8

女
　
子

裏面で、②、③についても確認してみましょう。

　子供の体力は、横ばいか少しずつ向上の傾向に
ありますが、ピーク時であった昭和60年頃と比較
すると、依然として低い状況が続いています。

●昭和60年度と平成28年度の比較で、特に差の大きい種目

性別
男子

男子

男子

女子

女子

女子

昭和60年度
29.94m

18.35kg

9.05秒

17.60m

16.93kg

9.34秒

平成28年度
22.41m

16.47kg

9.38秒

13.87m

16.13kg

9.61秒

種目

ソフトボール
投げ

握　力

50m走

確認１▲ 自校の実技の結果を確認

種　　目 握力
（kg）

上体
起こし
（回）

長座
体前屈
（cm）

反復
横とび
（点）

20m
シャトルラン
（回）

50m走
（秒）

立ち
幅とび
（cm）

ソフトボール
投げ
（m）

体力
合計点
（点）

男　

子
都道府県
平均
自校の
平均

全国
平均 16.47 19.67 32.88 41.97 51.88 9.38 151.42 22.41 53.93

女　

子
都道府県
平均
自校の
平均

全国
平均 16.13 18.60 37.22 40.06 41.29 9.61 145.34 13.87 55.54

好き やや好き ややきらい きらい

男　

子

全　 国

全　 国

都道府県

都道府県

自　 校

自　 校

73.0％ 20.3％ 4.6％ 2.0％

56.8％ 31.0％ 8.9％ 3.4％女　

子

（平成28年度）



自校における体力の向上への取組を確認してみましょう。2
体力の高い児童の多い学校は、体力の向上に向けた様々な取組を行っていることがわかりました。

　子供の体力の向上という視点から捉えると、「授業
の最後に今日学んだ内容を振り返る活動」を行ってい
るかが影響していることが読み取れます。これは、教
師が「振り返る活動」を取り入れているかの回答に関
わらず、子供自身が「振り返る活動を行っている」と
回答していることが重要です（報告書p.130参照）。
　「振り返る活動」を通して、自分の成長を実感した
り新たな課題を見つけたりできるように、教師は授業
の中で目標を明確に示し、ねらいに合った学習活動を
取り入れることが大切です。それらは子供たちの大き
な成長へとつながります。

確認３▲ 自校の取組状況を確認

②自主的に運動やスポーツをしたいか
【質問５】中学校に進んだら、授業以外でも自主的に運動やス
ポーツをする時間を持ちたいと思いますか。

体育の授業
【質問４】平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査
結果を踏まえて授業等の工夫・改善を行いましたか。

体力の向上には、体育の授業における振り返りの習慣化も大切！
「【児童への質問19】ふだんの体育の授業では、授業の最後に今日学んだ内容を
ふり返る活動を行っていますか」と体力合計点との関連

●調査の結果、こんなこともわかりました。

体育の授業以外
【質問14】平成27年度に、体育の授業以外で、全ての児童の
体力・運動能力の向上に係る取組を行いましたか。

□行った　　□特定の学年のみ行った　　□行わない

●報告書や結果資料CDを活用し、これらの取組以外にも自校と全国の取組状況を確認しましょう。
　（報告書の裏見返しにある「取組チェックシート」も活用ください。）

□行った　　□行わなかった

③体育の授業は楽しいか
【質問17】体育の授業は楽しいですか。

思う 思わない 分からない

男　

子

全　 国

全　 国

都道府県

都道府県

自　 校

自　 校

75.1％ 6.1％ 18.9％

68.2％ 6.8％ 25.0％
女　

子

楽しい やや楽しい あまり
楽しくない 楽しくない

男　

子

全　 国

全　 国

都道府県

都道府県

自　 校

自　 校

73.3％ 21.6％ 3.7％ 1.5％

60.4％ 31.3％ 6.5％ 1.9％
女　

子

52 53 54 55

行った 54.3

特定の学年のみ行った 53.6

行わない 53.1

体力合計点

男子

51 52 53 54 55 56

行っている 55.1

あまり行っていない 53.2
ときどき行っている 54.2

行っていない 52.3
体力合計点 点

男子

52 53 54 55 56 57

行っている 56.3

あまり行っていない 54.9
ときどき行っている 55.9

行っていない 54.0
体力合計点 点

女子

52 53 54 55

行った 54.0

行わなかった 53.3

体力合計点

男子

53 54 55 56

行った 55.7

行わなかった 54.6

体力合計点

女子

53 54 55 56

行った

特定の学年のみ行った 55.0

行わない 54.3

体力合計点

女子

56.0

点 点

点 点

●体育の授業の工夫・改善と体力合計点との関連 ●体育の授業以外の取組と体力合計点との関連

（学校質問紙の結果より）



平成28年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書

自校の生徒の体力や運動に関する意識、体力の向上への取組状況を確認し、次年度の取組に生かすために

学校用確認シート中学校

自校の状況を確認してみましょう。1
結果資料CDを活用すると、自校の調査結果を確認することができます。
結果資料CDを活用し、自校の状況を表に記入してみましょう。

①運動やスポーツが好きか
【質問１】運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツを
することは好きですか。

　実技の総合評価と、生徒
質問紙調査の「①運動やス
ポーツをすることが好き
か」「②自主的に運動やス
ポーツをしたいか」「③保
健体育の授業が楽しいか」
の肯定的な回答には、関わ
りがあることが明らかに
なっています（報告書p.15
参照）。

確認２▲ 自校の生徒質問紙調査の結果を確認
●「運動やスポーツをするこ
とは好きですか」に対する
「はい」の回答率

0 20 40 60 80 100％

総合評価Ａ
の生徒

生徒全体

総合評価Ａ
の生徒

生徒全体

89.8

63.2

79.3

46.8

男
　
子

女
　
子

裏面で、②、③についても確認してみましょう。

　子供の体力は、横ばいか少しずつ向上の傾向に
ありますが、ピーク時であった昭和60年頃と比較
すると、依然として低い状況が続いています。

●昭和60年度と平成28年度の比較で、特に差の大きい種目

性別
男子

男子

男子

女子

女子

女子

昭和60年度
22.10m

31.16kg

7.90秒

15.36m

25.56kg

8.57秒

平成28年度
20.54m

28.90kg

8.03秒

12.78m

23.72kg

8.83秒

種目

ハンドボール
投げ

握　力

50m走

確認１▲ 自校の実技の結果を確認

種　　目 握力
（kg）

上体
起こし
（回）

長座
体前屈
（cm）

反復
横とび
（点）

持久走
（秒）

20m
シャトルラン
（回）

50m走
（秒）

立ち
幅とび
（cm）

ハンドボール
投げ
（m）

体力
合計点
（点）

男　

子
都道府県
平均
自校の
平均

全国
平均 28.90 27.36 42.97 51.90 392.59 85.90 8.03 194.66 20.54 42.00

女　

子
都道府県
平均
自校の
平均

全国
平均 23.72 23.37 45.47 46.59 289.34 58.50 8.83 168.16 12.78 49.41

CDの活用法は、
同送の報告書p.5
を参照。

（平成28年度）

好き やや好き やや嫌い 嫌い

男　

子

全　 国

全　 国

都道府県

都道府県

自　 校

自　 校

63.2％ 25.6％ 7.4％ 3.8％

46.8％ 31.5％ 14.3％ 7.4％女　

子



自校における体力の向上への取組を確認してみましょう。2
体力の高い生徒の多い学校は、体力の向上に向けた様々な取組を行っていることがわかりました。

　子供の体力の向上という視点から捉えると、「授業
の最後に今日学んだ内容を振り返る活動」を行ってい
るかが影響していることが読み取れます。これは、教
師が「振り返る活動」を取り入れているかの回答に関
わらず、子供自身が「振り返る活動を行っている」と
回答していることが重要です（報告書p.169参照）。
　「振り返る活動」を通して、自分の成長を実感した
り新たな課題を見つけたりできるように、教師は授業
の中で目標を明確に示し、ねらいに合った学習活動を
取り入れることが大切です。それらは子供たちの大き
な成長へとつながります。

確認３▲ 自校の取組状況を確認

②自主的に運動やスポーツをしたいか
【質問４】中学校を卒業した後、自主的に運動やスポーツをす
る時間を持ちたいと思いますか。

保健体育の授業
【質問４】平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査
結果を踏まえて授業等の工夫・改善を行いましたか。

体力の向上には、保健体育の授業における振り返りの習慣化も大切！
「【生徒への質問18】ふだんの保健体育の授業では、授業の最後に今日学んだ内容を
振り返る活動を行っていますか」と体力合計点との関連

●調査の結果、こんなこともわかりました。

保健体育の授業以外
【質問14】平成27年度に、保健体育の授業以外で、全ての生
徒の体力・運動能力の向上に係る取組を行いましたか。

□行った　　□特定の学年のみ行った　　□行わない

●報告書や結果資料CDを活用し、これらの取組以外にも自校と全国の取組状況を確認しましょう。
　（報告書の裏見返しにある「取組チェックシート」も活用ください。）

□行った　　　□行わなかった

③保健体育の授業は楽しいか
【質問16】保健体育の授業は楽しいですか。

思う 思わない 分からない

男　

子

全　 国

全　 国

都道府県

都道府県

自　 校

自　 校

65.1％ 8.7％ 26.2％

52.0％ 11.1％ 36.9％
女　

子

楽しい やや楽しい あまり
楽しくない 楽しくない

男　

子

全　 国

全　 国

都道府県

都道府県

自　 校

自　 校

49.9％ 38.1％ 8.6％ 3.4％

38.8％ 44.1％ 13.2％ 3.9％
女　

子

40 41 42 43

行った 42.4

特定の学年のみ行った 42.0

行わない 40.7

体力合計点

男子

39 40 41 42 43 44

行っている 43.1

あまり行っていない 41.0
ときどき行っている 42.2

行っていない 40.0
体力合計点 点

男子

46 47 48 49 50 51

行っている 50.4

あまり行っていない 48.4
ときどき行っている 49.6

行っていない 47.1
体力合計点 点

女子

40 41 42 43

行った 42.2

行わなかった 41.9

体力合計点

男子

47 48 49 50

行った 49.7

行わなかった 49.3

体力合計点

女子

47 48 49 50

行った

特定の学年のみ行った 49.2

行わない 48.2

体力合計点

女子

49.8

点 点

点 点

●保健体育の授業の改善・工夫と体力合計点との関連 ●保健体育の授業以外の取組と体力合計点との関連

（学校質問紙の結果より）
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